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（資料）
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板ガラスはリサイクルできる素材
です

まず最初に!

By 清家主査



１．板ガラスリサイクルビジョン制定の意義

～ポストカレットリサイクルの必要性～
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※ポストカレット:最終製品として建築物や自動車に使用後、解体・廃車時に発生し、
リサイクルされるガラス屑

※プレカレット :最終製品になる前の加工工程や切断時に発生し、リサイクルされる
ガラス屑



ポストカレットをリサイクルする目的
⇒カーボンニュートラル＆資源確保（経済安保）
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炭酸塩原料削減によるエンボディドカーボン削減効果
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海外からの輸入が多い
↓

輸送時の環境負荷が大きい

主な製造方法
１．海水の電気分解＋炭酸化
２．天然鉱石溶解＋炭酸化

↓
製造時の環境負荷が大きい

カレットをリサイクルするとGHG排出を低減できるか



ガラス製品のマテリアルフロー（現状把握）

1．東京大学清家研究室調査 2．2021年実績 3．単位:Kton 6

※カレットの呼称
プレカレット

 ポストカレット
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ポストカレットの建築用板ガラス原料へのリサイクルには特別な取り
扱いが必要

注意!
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【下表の元素は原則、利用するポストカレットには含まれないことが要求される】



１．ガラス種類による分別が必要
例えば建築用であれば、

①透明ガラス ②模様付ガラス ③色付きガラス ④網入りガラス
⑤複層ガラス、合せガラスに分別する

２．金属分を混入させない取り扱いが必要
• ニッケル、アルミニウムといった金属については『工具』や『貯留容器』にも
使用不可

• 板ガラス以外の異物や砂、ほこり等を混入させない管理が必要
※ガラスびんやガラス製食器（瀬戸物含む）電球・蛍光灯のガラスは混入不可となります。
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【ポストカレット利用にあたっての必須要件】



２．板ガラスリサイクルビジョン実現のための
具体的方策

～ポストカレット回収制度の創設～
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板ガラスリサイクルの分野別対応方針

①建築用分野
・ポストカレットを回収するメインの分野として対応する。
（推定資源:70-80万ｔ/年）
・住宅の解体or改修、ビル非住宅に分けて対応

②自動車用分野
・自動車リサイクル法によるインセンティブ制度適用が2026年4月開始
・自動車解体事業者を核とした廃自動車ガラス回収コンソーシアムの創設を目指す
・J-FAR（公財 自動車リサイクル高度化財団）実証事業を利用し展開
（推定資源:10万ｔ/年）

③太陽光パネル分野
・含有成分の課題があり、一時に多量の利用は困難
・化学メーカー大手がパネル分解（ガラス剥離含む）に積極的技術開発



【建物解体・改修時に排出される板ガラスのリサイクルイメージ】
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【ELVから排出される板ガラスのリサイクルイメージ】
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ELV: End of Life Vehicles, 廃自動車
ASR: Automobile Shredder Residue, 廃自動車からリサイクルする部材を取り出し破砕し鉄などを回収した後の残渣



３．板ガラスリサイクルビジョン実現のために
今後取組むべき課題
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１．複層ガラス・合せガラスの効率的解体分離技術の開発

２．板ガラス製品の環境配慮設計への取組

３．板ガラス原料に使用するには不向きなガラスカレットの利用拡大
⇒産業廃棄物の減容



４．板ガラスリサイクルビジョン実現に向けたKPI
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ご清聴ありがとうございました。
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